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【課題の概要】 
本研究は、がん特異性の高い抗体イメージングに最適な次

世代型核種の 89Zr に着目し、PET データとコンプトン散乱
事象を同時計測する全ガンマ線イメージング（WGI）の開発
を目指している。WGI 用エネルギー分解能５％の高性能シン
チレーターを開発し、多発性骨髄腫への適用を試みる。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
次世代の高感度・高空間分解能撮像装置の根幹をなす要素

技術の創製が見込まれ、現行核医学イメージングの中心であ
るポジトロン断層法を凌駕する臨床用新規大型イメージング
装置の開発が可能となり、がんを含む疾患の早期診断に資す
るものと期待される。 

 


